
千 草 一2  

（
一
）
 
 
 

守
覚
法
親
王
の
家
集
『
北
院
御
室
御
集
』
は
、
天
理
図
書
館
や
宮
内
庁
亭
陵
 
 

部
・
神
宮
文
庫
な
ど
に
伝
本
が
あ
り
、
先
覚
に
よ
り
所
収
歌
数
一
四
五
首
の
第
 
 

一
系
統
本
 
（
神
宮
文
庫
蔵
本
他
）
 
と
、
同
一
七
八
百
の
第
二
系
統
本
 
（
宮
内
庁
 
 

書
陵
部
蔵
本
）
 
と
の
二
系
統
に
大
別
さ
れ
て
い
る
T
言
 
各
々
の
成
立
事
情
に
つ
 
 

い
て
は
、
下
釜
通
子
氏
が
、
家
集
所
収
敵
の
配
列
順
序
や
詞
書
、
及
び
『
月
詣
 
 

和
歌
集
』
 
『
千
載
集
』
 
な
ど
他
歌
集
へ
の
入
集
状
況
を
踏
ま
え
、
第
一
系
統
本
 
 

（
神
宮
文
庫
本
他
）
 
は
 
『
千
載
集
』
撰
集
覚
料
と
し
て
編
ま
れ
た
守
覚
白
撰
の
 
 

家
集
で
あ
り
、
A
本
 
（
＝
第
二
系
統
本
、
稿
者
拝
こ
＝
は
後
世
の
書
写
者
が
そ
の
 
 

数
十
首
を
『
御
室
五
十
首
』
 
『
正
治
後
鳥
羽
院
初
産
百
首
』
歌
に
差
し
替
え
た
 
 

再
編
集
本
で
あ
る
、
と
考
察
さ
れ
て
い
る
下
皇
。
 
 
 

確
か
に
第
一
系
統
本
に
は
『
月
詣
集
』
 
『
千
載
集
』
入
集
歌
が
散
見
し
、
ま
 
 

た
拍
承
二
年
貢
頃
守
覚
は
俊
成
ら
に
家
集
を
献
上
さ
せ
て
い
る
か
ら
、
清
泉
か
 
 

ら
文
治
に
か
け
て
、
守
寛
が
家
集
を
編
ん
だ
可
能
性
は
考
え
て
良
か
ろ
う
。
た
 
 

だ
、
稿
者
の
考
え
で
は
、
第
二
系
統
本
を
吟
味
し
、
第
一
系
統
諸
本
と
の
本
文
 
 

異
同
や
歌
の
配
列
順
序
な
ど
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
伝
本
関
係
に
 
 

若
干
の
新
見
を
提
示
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
第
二
系
統
本
 
（
以
 
 

下
、
青
陵
部
本
と
略
）
 
の
文
献
学
的
考
察
を
進
め
、
つ
い
で
第
一
系
統
詰
伝
本
 
 

と
の
関
係
に
及
び
、
両
系
統
本
の
関
連
性
を
考
察
し
て
み
た
い
。
 
 

『
北
院
御
室
御
集
』
伝
本
考
 
 

－
 
宮
内
庁
青
陵
部
蔵
 
『
守
覚
法
親
王
集
』
 
を
中
心
に
 
－
 
 

干
 
草
 
 

（
二
）
 
 
 

吾
陳
部
本
『
守
覚
法
親
王
集
』
 
の
考
察
に
入
る
前
に
、
現
存
す
る
諸
伝
本
に
 
 

つ
い
て
粒
々
整
理
し
て
お
き
た
い
。
先
に
第
一
系
統
 
（
神
宮
文
庫
本
な
ど
）
・
 
 

第
二
系
統
 
（
書
陵
部
本
）
 
の
二
系
統
に
大
別
さ
れ
る
と
述
べ
た
が
三
、
そ
こ
に
 
 

掲
げ
ら
れ
た
諸
伝
本
は
所
収
歌
数
・
配
列
・
本
文
異
同
の
点
か
ら
更
に
細
か
く
 
 

分
裂
で
き
、
こ
の
は
か
二
系
統
の
い
す
れ
に
も
収
め
が
た
い
抄
出
詠
も
あ
る
。
 
 

そ
こ
で
稿
者
が
披
見
し
た
計
二
二
本
に
つ
い
て
、
所
収
畝
数
†
配
列
煩
か
ら
私
 
 

に
分
類
し
た
の
が
左
で
あ
る
。
（
括
弧
内
は
所
蔵
番
号
等
を
示
す
）
 
 

《
第
一
系
統
A
本
》
 
 
 

①
神
宮
文
庫
蔵
『
北
院
御
室
徴
集
』
 
（
三
／
一
三
八
〇
）
 
写
本
一
冊
。
天
明
 
 

二
年
写
。
 
 
 

②
天
理
図
書
館
儲
『
北
院
御
室
御
集
』
 
二
岩
T
＿
忘
）
 
竹
柏
園
旧
蔵
。
写
本
 
 
 

一
冊
。
江
戸
時
代
写
。
 
 
 

③
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
北
院
御
室
御
集
』
 
〓
u
干
N
亡
 
写
本
一
冊
。
近
世
初
 
 

期
写
。
 
 
 

④
内
閣
文
庫
蔵
『
北
院
御
室
御
集
』
 
〓
岩
T
≠
芸
）
 
 
「
詠
百
首
和
歌
」
 
と
合
 
 

綴
。
写
本
一
冊
。
江
戸
初
期
写
。
 
 
 

⑤
永
井
義
憲
氏
蔵
『
北
院
御
室
御
集
』
。
 
 
 

⑥
群
書
類
従
巻
t
〓
ハ
五
所
収
『
北
院
御
重
御
集
』
。
 
 

⑦
慶
応
義
塾
大
学
図
書
熊
蔵
 
『
北
院
御
室
御
集
』
 
 

⑧
関
西
大
学
岩
崎
美
隆
史
庫
蔵
『
北
院
御
室
御
集
』
 
 
 

の
転
写
本
。
写
本
一
冊
。
天
保
十
五
年
写
。
 
 

⑨
続
国
歌
大
観
所
収
『
北
院
御
室
御
集
』
。
 
 

⑩
高
松
宮
蔵
『
北
院
御
室
御
集
』
。
 
 

法
師
集
・
源
貿
法
師
集
・
夢
想
国
師
御
詠
草
」
 
と
合
綴
。
写
本
一
冊
。
 
 

〓
芸
⊥
T
㌍
－
）
。
「
恵
慶
 
 

群
書
類
従
本
 
〔
右
⑥
）
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《
第
一
系
統
B
本
》
 
 

⑪
榊
原
家
蔵
『
守
覚
法
親
王
集
』
 
（
日
本
古
典
文
学
会
編
『
榊
原
本
私
家
 
 
 

集
』
所
収
）
。
内
題
 
「
北
院
御
室
卿
集
」
。
近
世
祈
期
写
。
 
 

《
第
一
系
統
C
本
》
 
 
 

⑧
河
野
信
一
記
念
文
庫
蔵
『
北
院
御
室
卸
集
』
 
（
〕
芸
・
巴
唱
）
。
 
 

⑧
東
大
図
書
館
蔵
『
北
院
御
室
御
集
』
 
（
本
居
峡
〓
冨
⊥
宗
麗
）
。
 
 

⑱
国
会
図
書
館
蔵
『
北
院
御
室
御
粟
』
 
（
害
N
雪
）
 
「
二
十
」
ハ
人
家
集
」
」
ハ
 
 
 

に
所
収
。
「
式
子
内
親
王
集
」
他
と
合
綴
。
写
本
一
冊
。
 
 

《
第
二
系
統
本
》
 
 
 

⑬
宮
内
庁
青
陵
部
蔵
『
守
覚
法
親
王
集
』
 
（
冨
－
．
u
≡
）
。
内
題
 
「
北
院
御
室
 
 
 

集
」
。
写
本
一
冊
。
近
世
初
期
写
。
 
 

《
家
集
克
抄
出
詠
》
 
 

⑬
宮
内
庁
青
陵
部
蔵
『
八
洲
文
藻
』
巻
第
八
十
五
所
収
（
畠
N
．
↓
）
。
 
 

①
彰
考
館
蔵
『
続
扶
桑
持
薬
集
』
巻
第
三
所
収
（
和
／
七
）
。
江
戸
前
期
写
。
 
 
 

目
録
題
「
家
集
の
内
」
。
 
 

⑬
彰
考
館
蔵
『
八
洲
文
藻
後
篇
草
稿
』
巻
第
八
十
五
経
類
八
所
収
（
和
／
七
）
 
 
 

江
戸
前
期
写
。
目
録
題
「
家
集
の
内
」
ゥ
 
 

⑳
彰
考
館
蔵
『
八
洲
文
藻
』
巻
第
八
十
四
雑
類
八
所
収
（
却
／
七
）
。
江
戸
 
 
 

後
期
写
。
目
録
題
「
家
集
の
内
」
。
 
 

⑳
盛
岡
中
央
公
民
館
蔵
『
八
洲
文
藻
』
巻
第
八
十
五
所
収
（
五
九
〓
。
 
 

⑳
盛
岡
中
央
公
民
館
蔵
『
大
凡
洲
文
藻
』
巻
第
八
十
五
所
収
（
五
九
二
）
。
 
 

⑳
内
閣
文
庫
蔵
『
八
洲
文
藻
』
巻
第
八
十
五
所
収
〔
2
0
4
・
2
5
9
）
。
 
 

※
こ
の
う
ち
⑤
・
⑧
■
⑤
・
⑬
・
⑰
～
⑪
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
紙
焼
 
 

き
写
真
版
に
依
る
。
 
 
 

大
き
く
分
類
し
て
、
所
収
歌
数
一
四
五
首
の
家
集
を
第
一
系
統
本
と
呼
び
、
 
 

同
一
七
八
百
の
書
陵
部
蔵
の
孤
本
を
第
二
系
統
本
と
す
る
点
は
先
覚
の
分
類
に
 
 

変
わ
ら
な
い
が
、
他
に
端
作
り
に
「
家
集
の
内
」
、
作
者
表
記
「
守
覚
法
親
王
」
 
 

と
記
す
夫
分
類
の
抄
出
詠
が
あ
る
。
書
陵
部
・
彰
考
館
∵
盛
岡
中
央
公
民
館
・
 
 

内
閣
文
庫
蔵
の
近
世
編
‡
に
な
る
 
『
八
洲
文
藻
』
等
所
収
歌
で
、
い
ず
れ
も
第
 
 

一
・
第
二
系
統
本
で
重
複
す
る
家
集
束
の
哀
傷
敦
十
苫
（
第
一
系
統
木
の
香
号
 
 

で
〓
二
六
～
一
四
五
）
 
に
該
当
し
、
両
系
統
諸
本
と
校
合
し
て
も
殆
ど
本
文
異
 
 

同
が
見
ら
れ
す
、
書
写
奥
書
や
集
付
け
・
注
記
も
な
く
、
ど
ち
ら
の
系
統
本
よ
 
 

り
切
り
出
さ
れ
た
か
分
か
ら
な
い
。
取
り
敢
え
す
第
一
・
第
二
系
統
本
と
は
別
 
 

に
《
家
集
呆
抄
出
詠
》
と
呼
ん
で
分
裂
す
る
。
こ
れ
ら
は
以
下
の
考
案
に
直
接
 
 

関
わ
ら
な
い
た
め
、
こ
こ
で
の
指
摘
・
分
類
に
留
め
て
お
く
。
 
 
 

ま
た
棚
か
く
見
る
と
、
弟
一
系
統
本
に
大
別
さ
れ
る
諸
本
は
所
収
歌
数
・
配
 
 

列
か
ら
更
に
分
類
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
歌
数
・
配
列
が
神
宮
文
庫
本
と
 
 

一
致
す
る
十
本
の
伝
本
を
A
本
と
し
、
つ
い
で
所
収
款
数
・
配
列
順
は
A
本
に
 
 

同
じ
だ
が
、
東
尾
に
 
「
入
撰
集
不
見
昔
集
歌
」
と
の
勅
撰
集
入
果
敢
十
九
首
を
 
 

付
載
す
る
榊
原
本
を
同
月
本
に
区
分
す
る
。
 
 
 

河
野
本
・
東
大
本
・
国
会
図
書
館
本
も
A
本
に
同
じ
く
一
四
五
首
を
収
め
る
 
 

が
、
稚
部
一
〇
九
番
か
ら
〓
二
三
番
ま
で
の
配
列
順
序
が
異
な
る
。
即
ち
、
A
 
 

本
の
歌
番
号
で
言
う
一
〇
九
番
詞
書
「
述
懐
」
 
の
直
後
に
一
二
二
番
詞
書
の
後
 
 

半
部
分
「
雅
頼
卿
の
も
と
よ
り
L
が
記
さ
れ
、
以
下
一
二
二
番
歌
か
ら
一
三
三
 
 

番
歌
ま
で
が
続
き
、
そ
の
後
に
一
〇
九
番
の
歌
本
文
か
ら
一
二
二
番
詞
書
の
前
 
 

半
部
分
が
来
る
。
一
三
四
番
歌
以
降
の
配
列
に
異
同
は
見
ら
れ
な
い
が
、
結
果
 
 

的
に
一
三
四
番
詞
書
の
前
に
一
二
二
番
詞
書
の
前
半
部
分
（
次
の
傍
線
部
）
 
が
 
 

来
る
た
め
、
意
味
不
分
明
の
詞
書
と
な
る
。
（
次
の
引
用
は
東
大
本
に
依
る
）
 
 
 



と と 右 
の は 

和 
泉 
国 
新 
家 
と 
い 

ふ 
所 
に 

て 

塩 
湯 

、 あ 
ミ 
し 

に 

源 
（引 中 

納 
ミ り 言 

の 嵯 
輔な 峨 

」  
れ 

の 
と  多 連 

い に 

が 時 
こ  やはま  々  

な
か
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
。
 
 

（
三
）
 
 
 

現
存
す
る
諸
伝
本
を
粗
々
整
理
し
た
と
こ
ろ
で
、
書
陵
部
本
（
第
二
系
統
本
）
 
 

の
考
察
に
入
り
た
い
。
こ
の
家
集
は
第
一
系
統
本
と
の
共
通
歌
八
四
首
の
ほ
か
、
 
 

『
御
室
五
十
苫
』
敬
三
九
舌
、
『
正
治
百
首
』
歌
五
四
首
よ
り
成
る
ゥ
書
誌
は
 
 

既
に
片
野
達
郎
民
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
論
旨
の
都
合
上
、
左
に
モ
れ
を
 
 

引
用
す
る
。
 
 

青
陵
部
蔵
本
 
（
五
〇
二
 
二
二
口
四
）
 
は
、
二
二
 
二
一
肌
X
一
」
ハ
・
〇
皿
の
列
帖
装
一
帖
。
表
 
 

紙
は
水
玉
模
様
内
t
り
鳥
の
子
紙
。
本
文
料
紙
は
五
色
の
格
虹
。
外
薦
は
表
紙
中
央
に
打
 
 

付
け
に
「
守
男
法
親
王
集
」
。
第
一
概
表
中
央
に
同
筆
で
 
「
守
算
法
親
王
集
」
。
と
も
に
 
 

壷
元
天
皇
裏
革
で
あ
る
。
内
患
は
「
北
院
御
室
隻
」
。
本
文
は
第
二
能
義
よ
り
は
じ
ま
り
、
 
 
 

一
面
一
〇
行
、
一
首
二
行
書
き
。
墨
付
二
七
丁
で
江
戸
初
期
の
書
写
。
本
文
末
尾
に
親
王
 
 

の
略
伝
を
癒
せ
て
い
る
。
（
『
私
意
集
大
成
』
中
世
Ⅰ
斬
収
¶
守
覚
謹
森
王
集
』
解
説
）
 
 

稿
暑
が
接
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
全
体
的
に
余
り
書
写
状
態
の
良
い
伝
本
と
は
 
 

言
え
す
、
集
中
に
は
仮
名
・
漢
字
草
体
の
誤
認
誤
写
と
み
ら
れ
る
箇
所
や
、
本
 
 

行
本
文
の
空
白
が
散
見
す
る
。
 
 
 

例
え
ば
四
四
番
歌
の
次
に
、
詞
青
「
螢
照
海
溝
」
 
の
も
と
、
「
い
つ
の
ま
に
 
 

ミ
ね
」
 
ま
で
記
し
て
以
下
空
白
の
箇
所
が
あ
る
。
参
考
ま
で
に
そ
の
部
分
を
左
 
 

に
掲
げ
、
直
後
の
二
菖
を
含
め
甲
・
乙
・
丙
の
歌
書
号
を
以
て
記
す
。
 
 
 

甲
、
い
つ
の
ま
に
ミ
ね
 
 
 

乙
、
い
せ
の
う
み
き
よ
き
は
ま
へ
を
て
る
か
け
を
 
 

た
ま
と
ひ
ろ
へ
は
ほ
た
る
な
り
け
り
 
 

夕
立
 
 

丙
、
い
つ
の
ま
に
ミ
ね
う
つ
り
し
て
□
□
□
□
□
 
 
 



－5－『北院御室徴集且伝本考  

ひ
と
む
ら
さ
め
の
ゆ
ふ
た
ち
の
く
も
 
 

（
□
は
一
字
分
の
空
白
を
示
す
、
以
下
同
）
 
 
 

細
か
く
見
る
と
、
両
歌
の
初
句
以
下
七
字
（
傍
線
部
）
 
は
、
甲
と
仮
名
草
体
 
 

の
字
母
を
含
め
て
一
致
し
、
乙
・
丙
両
歌
の
初
句
の
句
頭
三
字
も
、
「
‖
つ
如
」
 
 

「
叫
せ
動
」
と
似
通
っ
て
い
る
。
ま
た
現
存
の
守
覚
詠
歌
中
に
初
句
「
い
つ
の
 
 

ま
に
」
 
で
始
ま
る
歌
は
丙
歌
以
外
に
見
当
た
ら
な
い
か
ら
、
甲
の
本
文
は
、
蓋
 
 

元
天
皇
も
し
く
は
そ
れ
以
前
の
書
写
者
が
目
移
り
か
ら
両
歌
本
文
を
誤
写
し
た
 
 

も
の
と
見
て
良
か
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
 
「
転
写
ミ
ス
歌
か
」
 
（
上
懐
 
 

彰
次
氏
■
新
編
『
国
歌
大
観
』
解
嵐
）
 
と
の
こ
指
摘
が
あ
り
、
小
塙
で
も
右
の
 
 

吟
味
を
踏
ま
え
、
甲
を
一
首
と
見
傲
き
ず
、
害
陵
部
本
の
所
収
歌
数
を
一
七
七
 
 

首
と
数
え
る
。
 
－
 
以
下
で
は
、
四
五
番
歌
以
降
の
引
用
に
際
し
て
は
、
先
覚
 
 

の
付
し
た
歌
番
号
よ
り
一
番
減
る
こ
と
に
な
る
－
－
－
・
。
 
 
 

他
に
も
書
陵
部
本
に
は
空
自
の
本
文
、
即
ち
欠
丈
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
も
、
 
 

四
二
番
歌
の
第
五
句
「
よ
か
れ
し
っ
口
ら
ん
」
、
九
二
番
歌
の
第
四
句
 
「
す
□
 
 

の
1
く
れ
に
」
、
一
七
一
番
歌
詞
書
中
の
 
「
あ
り
し
を
口
に
…
」
、
と
の
各
一
 
 

字
分
の
空
自
を
除
け
ば
、
他
は
い
ず
れ
も
行
末
を
欠
く
欠
女
で
、
一
丁
裏
面
の
 
 

春
部
二
番
か
ら
十
四
丁
裏
面
の
冬
部
九
九
番
に
至
る
聞
の
歌
本
文
に
断
続
的
に
 
 

見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
の
は
こ
の
行
末
の
欠
文
で
あ
る
。
 
 
 

具
体
的
に
欠
文
箇
所
を
指
摘
し
て
み
る
。
そ
の
際
、
前
の
欠
文
麿
所
か
ら
次
 
 

の
欠
文
箇
所
ま
で
の
間
隔
を
、
そ
の
欠
丈
が
見
ら
れ
る
始
め
の
行
か
ら
次
の
そ
 
 

れ
ま
で
の
行
数
を
以
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

最
初
の
欠
文
は
一
丁
裏
面
の
二
番
歌
か
ら
二
丁
表
面
の
四
番
敦
に
か
け
て
見
 
 

ら
れ
る
。
こ
の
部
分
を
左
に
掲
げ
る
。
（
下
段
括
弧
内
は
出
典
を
示
す
）
 
 

本
 
 
 

二
 
あ
ま
の
と
の
あ
く
れ
ハ
や
か
て
く
る
は
る
□
 
 

早
春
 
（
一
ウ
）
 
」
 
 
 

四
 
た
に
か
け
は
は
る
め
き
や
ら
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
 
 

き
ゆ
れ
は
こ
ほ
る
ゆ
き
の
し
た
み
つ
 
 

（
＝
御
室
五
十
普
こ
 
 

欠
文
は
、
二
番
歌
の
第
三
句
末
と
次
の
行
の
第
五
句
末
、
三
番
歌
の
第
二
句
末
 
 

・
第
三
句
と
次
の
行
の
第
五
句
、
丁
変
え
し
た
第
二
丁
表
面
の
四
番
歌
第
二
句
 
 

末
と
第
三
句
、
に
各
々
見
ら
れ
る
。
い
わ
ば
欠
文
は
、
三
番
歌
を
中
心
に
前
後
 
 

の
二
・
四
番
歌
に
及
ん
で
生
じ
て
い
る
。
 
 
 

次
の
二
丁
裏
面
に
も
欠
文
が
あ
る
。
九
番
歌
の
第
三
句
と
次
の
行
の
第
五
句
 
 

末
、
十
春
歌
の
第
二
句
末
・
第
三
句
と
次
の
行
の
第
五
句
、
十
一
番
歌
の
第
三
 
 

句
末
、
に
各
々
見
ら
れ
、
丁
変
え
し
た
三
丁
表
面
に
は
女
史
は
な
い
。
九
香
取
 
 

上
旬
は
、
前
の
二
番
歌
上
旬
の
欠
文
か
ら
敢
え
て
十
九
行
目
と
な
る
。
 
 
 

三
丁
裏
面
で
は
、
十
六
番
歌
の
第
三
句
、
十
七
・
十
八
番
歌
の
各
々
第
二
句
 
 

中
程
か
ら
第
三
句
ま
で
と
次
の
行
の
窮
五
句
、
に
欠
丈
が
あ
る
。
先
の
二
丁
裏
 
 

面
の
九
番
歌
上
旬
か
ら
数
え
る
と
、
十
六
番
歌
上
旬
は
二
〇
行
目
に
あ
た
る
。
 
 

く
れ
ぬ
な
り
欺
 
 
 

ま
た
十
九
春
歌
も
、
 
 

十
九
 
け
ふ
も
ま
た
あ
か
ぬ
な
こ
り
に
□
ロ
ロ
ロ
ロ
 
 

あ
は
れ
た
ち
う
き
は
な
の
か
け
か
な
 
二
ニ
ウ
）
 
L
 
（
＝
正
治
育
苗
）
 
 

と
第
三
句
を
欠
く
。
そ
の
右
に
本
文
と
同
筆
で
 
「
く
れ
ぬ
な
り
欺
」
 
と
あ
る
が
、
 
 

『
正
治
百
苫
』
所
収
歌
で
は
同
句
 
「
く
れ
は
て
ぬ
」
 
と
あ
り
、
こ
れ
が
ど
の
よ
 
 

う
な
資
料
に
基
づ
く
書
き
入
れ
か
は
分
か
ら
な
い
。
 
 
 

四
丁
裏
面
で
は
、
二
四
番
歌
の
第
三
句
、
二
五
番
歌
の
第
二
句
末
か
ら
第
三
 
 

句
と
次
の
行
の
第
五
句
、
二
六
番
歌
の
第
三
句
末
、
が
各
々
空
白
で
あ
る
。
二
 
 
 

と
り
の
ね
よ
り
そ
き
1
ハ
し
□
ロ
ロ
 
 

三
 
と
し
く
れ
し
な
こ
り
の
ゆ
き
□
□
□
□
□
□
 
 

あ
と
た
に
つ
け
て
□
□
□
□
□
D
□
 
 

（
＝
御
室
五
十
首
）
 
 

（
＝
正
治
百
普
）
 
 



四
番
歌
上
旬
は
前
の
二
ハ
番
歌
上
旬
か
ら
数
え
て
二
二
行
目
に
あ
た
る
。
 
 
 

五
丁
裏
面
で
は
、
二
九
二
二
〇
春
歌
の
各
々
第
二
句
末
か
ら
第
三
句
と
第
五
 
 

句
末
に
空
自
が
あ
り
、
四
丁
裏
面
の
欠
文
箇
所
（
二
四
番
献
上
句
）
 
か
ら
数
え
 
 

て
十
九
行
目
に
二
九
番
歌
が
く
る
。
 
 
 

」
ハ
丁
裏
面
で
は
、
三
八
二
二
九
番
歌
の
各
々
第
二
句
兼
・
第
三
句
ヒ
素
五
句
 
 

が
欠
文
で
、
三
八
春
歌
上
旬
は
前
の
二
九
番
歌
上
旬
か
ら
敢
え
て
二
二
行
目
に
 
 

あ
た
る
。
つ
い
で
七
丁
裏
面
は
、
四
六
番
歌
の
第
三
句
と
、
四
七
春
歌
の
第
三
 
 

句
お
よ
び
次
の
行
の
第
五
句
末
、
に
欠
文
が
あ
る
。
四
六
番
敢
は
前
の
三
八
春
 
 

歌
か
ら
敢
え
て
二
四
行
員
と
な
る
。
歌
番
号
が
従
来
の
そ
れ
と
一
番
減
る
の
も
、
 
 

こ
の
七
丁
裏
面
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

八
丁
裏
面
で
は
、
前
の
四
六
番
上
旬
か
ら
数
え
て
二
一
行
日
の
五
四
番
歌
第
 
 

二
句
末
か
ら
第
三
句
に
か
け
て
欠
丈
が
見
ら
れ
る
。
次
の
行
の
下
旬
は
山
行
ま
 
 

る
ご
と
空
白
で
、
こ
う
し
た
欠
文
は
集
中
で
も
他
に
例
を
見
な
い
。
何
ら
か
の
 
 

事
情
で
判
読
不
能
に
な
り
、
一
行
空
自
の
ま
ま
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
 
 

の
直
後
の
五
五
番
歌
は
第
三
句
の
本
文
を
欠
く
。
 
 
 

九
丁
裏
面
は
六
二
番
歌
の
第
三
句
に
欠
文
が
あ
り
、
こ
れ
は
前
の
五
四
番
歌
 
 

上
旬
か
ら
二
一
行
日
に
あ
た
る
。
次
の
六
三
番
叡
の
第
三
旬
と
、
丁
変
え
し
た
 
 

十
丁
表
面
の
同
歌
下
旬
束
に
も
、
欠
丈
が
見
ら
れ
る
。
 
 
 

十
丁
裏
面
の
欠
丈
は
 
「
月
」
題
を
詠
ん
だ
六
九
～
七
二
番
敵
に
見
ら
れ
、
六
 
 

九
番
歌
は
前
の
六
二
番
歌
上
旬
か
ら
数
え
て
二
〇
行
目
に
あ
た
る
。
欠
女
は
、
 
 

い
ず
れ
も
行
末
の
第
三
句
（
未
）
 
に
生
じ
て
お
り
、
殊
に
七
一
番
歌
下
旬
の
そ
 
 

れ
は
丁
が
変
わ
っ
た
十
一
丁
表
面
に
あ
る
。
 
 
 

十
二
丁
表
面
以
降
は
、
十
三
丁
表
面
、
十
四
丁
表
面
、
及
び
同
裏
面
、
に
欠
 
 

文
が
見
ら
れ
る
。
十
二
丁
表
面
で
は
、
八
〇
番
叡
の
第
三
句
と
次
の
行
の
第
五
 
 

句
末
、
八
一
香
取
の
第
三
句
末
、
が
各
々
欠
け
て
い
る
。
八
〇
春
歌
は
前
の
六
 
 

九
春
歌
か
ら
数
え
る
と
二
六
行
目
に
な
る
b
 
次
に
十
三
丁
表
面
で
は
、
八
」
ハ
春
 
 

歌
の
第
三
句
末
が
空
白
で
、
前
の
八
〇
春
歌
上
旬
か
ら
敢
え
て
二
二
行
目
と
な
 
 

る
。
十
四
丁
表
面
で
は
九
三
番
歌
の
第
三
句
末
に
、
同
丁
鼻
面
で
は
九
八
・
九
 
 

九
春
歌
の
各
々
第
三
句
末
に
、
欠
丈
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
前
の
八
六
番
歌
・
九
 
 

三
番
歌
か
ら
数
え
て
各
々
二
〇
行
目
・
一
八
行
目
に
あ
た
る
。
 
 
 

以
上
、
一
丁
裏
面
か
ら
十
四
丁
裏
面
ま
で
の
行
末
に
見
ら
れ
る
欠
文
を
指
摘
 
 

し
た
。
各
丁
 
（
面
）
 
間
で
多
少
揺
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
二
〇
行
前
後
の
間
隔
 
 

で
位
置
す
る
一
～
四
首
の
取
木
真
に
生
じ
て
い
る
。
始
め
の
数
丁
で
は
歌
本
文
 
 

中
撞
か
ら
行
兼
に
至
る
欠
丈
が
散
見
す
る
が
、
丁
数
が
進
む
に
連
れ
て
欠
文
の
 
 

量
は
減
少
し
、
七
丁
裏
面
以
降
は
、
五
四
番
歌
の
例
を
除
き
、
行
末
の
第
三
旬
 
 

・
第
五
句
に
限
っ
て
見
ら
れ
る
。
現
存
の
書
陵
部
本
に
欠
文
発
生
を
窺
わ
せ
る
 
 

外
的
損
傷
は
な
い
か
ら
、
明
ら
か
に
そ
れ
は
霊
元
天
皇
の
依
拠
本
以
前
に
生
じ
 
 

て
い
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
欠
女
は
、
書
陵
部
本
以
前
の
原
本
も
し
く
 
 

は
転
写
本
が
下
小
口
か
ら
料
紙
中
央
に
か
け
て
焼
損
な
ど
の
物
理
的
損
傷
を
蒙
 
 

り
、
そ
の
結
果
二
十
行
前
後
の
間
隔
で
十
四
丁
裏
面
ま
で
に
生
じ
た
、
と
解
し
 
 

た
方
が
無
理
が
な
い
。
詞
書
に
穴
丈
が
な
い
の
も
、
四
季
部
は
漢
字
一
～
四
字
 
 

の
歌
題
が
殆
ど
で
、
行
末
に
及
ぶ
詞
書
本
文
が
僅
か
と
の
理
由
に
依
ろ
う
。
 
 
 

書
陸
部
本
の
欠
文
発
生
を
右
の
よ
う
に
推
測
し
た
が
、
こ
の
欠
文
を
生
じ
た
 
 

原
本
も
し
く
は
転
写
本
を
以
下
 
（
第
二
系
統
破
損
本
∨
ヒ
呼
ぶ
と
、
青
陵
部
本
 
 

は
歌
本
文
の
第
三
句
・
第
五
句
の
二
箇
所
に
欠
文
が
散
見
す
る
か
ら
、
こ
れ
も
 
 

ま
た
和
歌
一
首
二
行
書
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
書
誌
的
事
 
 

項
は
確
か
め
る
術
も
な
い
。
 
 
 

仮
に
粘
葉
装
や
列
帖
装
な
ど
の
冊
子
体
の
装
訂
本
と
す
る
と
、
ち
ょ
う
ビ
書
 
 

背
の
下
側
（
下
小
口
）
 
か
ら
中
程
に
及
ん
で
物
理
的
損
傷
を
受
け
た
こ
と
に
な
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る
。
だ
が
、
冊
子
本
は
料
紙
内
一
面
の
配
行
が
整
然
と
し
て
い
る
の
に
射
し
、
 
 

書
陵
部
本
で
は
、
前
の
欠
文
箇
所
か
ら
次
の
欠
丈
箇
所
ま
で
の
間
隔
が
一
八
～
 
 

二
」
ハ
行
と
捲
れ
て
お
り
、
こ
の
増
産
に
は
い
さ
さ
か
疑
問
が
残
る
。
例
え
ば
下
 
 

旬
一
行
が
空
白
の
五
四
番
歌
の
場
合
、
そ
の
料
紙
裏
側
の
四
八
春
歌
下
旬
に
は
 
 

同
様
の
一
行
単
位
の
欠
文
を
生
じ
て
い
な
い
。
虫
損
で
あ
れ
焼
損
で
あ
れ
、
冊
 
 

子
本
の
体
裁
で
あ
れ
ば
料
紙
反
対
側
に
も
同
様
の
欠
文
を
生
じ
て
良
い
は
ず
だ
 
 

が
、
そ
こ
に
は
何
ら
の
欠
文
も
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

逆
に
巻
子
本
と
す
る
と
、
ど
う
で
あ
ろ
う
。
五
四
番
歌
の
欠
文
が
行
頭
か
ら
 
 

一
行
単
位
で
生
じ
て
い
る
の
も
、
そ
れ
が
巻
子
本
の
料
紙
継
ぎ
目
に
あ
た
り
、
 
 

何
ら
か
の
事
情
で
料
紙
が
損
傷
し
て
本
文
が
判
読
不
能
に
な
っ
た
、
な
ど
の
可
 
 

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
欠
文
闇
の
行
数
の
揺
れ
も
、
巻
子
本
な
ら
不
自
然
で
は
 
 

あ
る
ま
い
。
（
第
二
系
統
説
掴
本
）
が
現
存
し
な
い
た
め
憶
測
の
域
を
出
な
い
 
 

が
、
諸
々
の
内
部
徴
証
よ
り
す
る
と
、
そ
れ
が
巻
子
本
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
 
 

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

（
四
）
 
 
 

前
節
で
は
書
陵
部
本
の
欠
文
を
吟
味
し
た
が
、
実
は
、
第
一
系
統
本
に
も
欠
 
 

文
が
あ
る
。
そ
れ
も
、
各
伝
本
内
部
の
個
別
的
事
例
を
除
け
ば
、
欠
丈
は
書
陵
 
 

部
本
と
共
通
す
る
歌
四
菖
に
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
家
集
の
ほ
か
現
存
の
他
歌
集
 
 

に
採
ら
れ
て
い
な
い
歌
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
四
普
の
吟
味
を
通
じ
て
両
 
 

系
統
本
の
関
係
を
考
え
て
み
る
。
そ
の
際
、
諸
伝
本
を
校
合
す
る
が
、
底
本
は
 
 

書
陵
部
本
と
し
、
本
文
異
同
の
あ
る
場
合
、
当
該
簡
所
に
傍
線
を
付
す
。
ま
た
 
 

一
首
束
の
括
弧
内
及
び
行
頭
の
略
号
は
、
該
当
す
る
第
一
系
統
本
の
伝
本
名
を
 
 

略
し
た
も
の
で
、
「
Ⅰ
他
」
は
、
そ
の
他
の
第
一
系
統
諸
本
の
意
で
あ
る
。
 
 
 

書
陵
部
本
一
〇
 
（
＝
第
一
系
統
七
）
蕃
の
「
野
望
霞
L
題
軟
か
ら
吟
味
す
る
。
 
 
両
系
統
本
と
も
に
第
三
句
に
欠
史
が
見
ら
れ
る
。
書
陰
部
本
は
下
旬
一
行
も
欠
 
 
 

五Ⅰ内 五Ⅰ内  
四 他 閣 四 他 聞  

一
〇
 
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
 
 

第
山
系
統
本
・
書
陵
部
本
と
も
に
、
歌
本
文
の
第
二
句
二
二
句
と
弟
五
句
に
欠
 
 

史
が
あ
る
。
島
原
本
・
高
松
宮
本
・
永
井
本
は
さ
ら
に
第
二
句
始
め
の
 
「
野
」
 
 

革
も
欠
く
が
、
他
の
伝
本
は
二
様
に
 
「
朝
日
さ
す
野
」
と
記
し
て
翁
り
、
こ
れ
 
 

は
右
三
本
の
独
自
異
文
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
内
閣
文
庫
本
の
第
四
句
 
「
お
り
ゐ
 
 

甘
」
も
異
文
だ
が
、
意
味
不
分
明
で
あ
り
、
「
て
 
（
天
）
 
」
と
「
る
 
（
留
）
」
 
 

の
仮
名
草
体
の
誤
認
誤
写
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

次
に
 
「
初
秋
納
涼
」
 
を
詠
じ
た
五
四
 
（
＝
第
一
系
統
四
七
）
 
蕃
歌
に
も
欠
丈
 
 

が
見
ら
れ
る
。
 
 

初
秋
納
涼
 
 

Ⅰ内 高 一Ⅰ内 高  
他 閣 桧 ○ 他 閣 校  

□
口
⊂
□
［
〓
］
□
□
□
□
□
 
 

朝
日
き
す
辟
旨
±
〕
［
ご
］
［
岩
］
〔
□
〔
〓
］
□
お
り
ゐ
る
ひ
は
り
 
 

□
〔
〓
］
□
□
□
□
 
（
↓
他
に
島
原
本
・
永
井
本
）
 
 

□
□
□
□
□
□
□
 
 

□
⊂
□
〔
〓
］
□
□
 
 

風
さ
ハ
く
た
け
の
は
か
け
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
ロ
ロ
 
 

秋
ハ
来
に
け
り
 
 

秋
ハ
来
に
け
り
 
 

ロ
ロ
ロ
［
〓
］
□
 
 

野
望
毒
 
 

口
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
 
 

□
□
□
□
□
□
□
□
ロ
コ
コ
 
 

口
□
□
□
ロ
ロ
劇
毒
1
u
 
 

□
□
□
□
□
□
お
も
ひ
た
か
へ
し
 
 



八
〇
 
は
ら
ふ
□
て
そ
ふ
 
 
 

喜
陵
部
本
八
〇
 
（
＝
第
一
系
統
六
八
）
 
番
の
 
「
野
宿
見
月
」
題
歌
の
場
合
、
 
 

東
大
本
・
河
野
本
・
国
会
図
書
館
本
は
第
三
句
「
花
す
1
き
」
 
と
あ
る
が
、
他
 
 

の
第
一
系
統
本
と
書
陵
部
本
は
 
「
す
1
き
」
 
の
語
を
欠
い
て
い
る
。
前
者
は
文
 
 

法
的
意
味
的
に
無
理
な
く
通
じ
る
が
、
東
大
本
他
二
本
の
み
に
見
ら
れ
る
点
は
 
 

注
意
を
要
す
る
。
 
 
 

と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
は
 
（
二
）
 
の
伝
本
分
類
で
第
一
系
統
C
本
に
区
分
し
、
 
 

錯
簡
が
あ
る
と
指
摘
し
た
近
世
書
写
の
伝
本
で
あ
る
。
錯
簡
の
ほ
か
、
右
三
木
 
 

に
は
独
白
異
文
が
散
見
す
る
∋
か
ら
、
当
面
歌
の
第
三
句
も
、
本
来
は
神
宮
文
 
 

庫
本
他
に
同
じ
く
 
「
花
」
 
以
下
空
自
の
ま
ま
写
さ
れ
て
き
た
も
の
を
、
書
写
者
 
 

が
一
首
中
の
「
あ
き
の
～
」
 
「
は
ら
ふ
」
 
「
そ
で
」
か
ら
の
連
想
で
 
「
す
1
き
」
 
 

の
語
を
補
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
右
三
木
刀
 
「
 
（
は
な
）
 
す
1
き
」
 
の
 
 

く
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
欠
文
の
具
体
的
な
尭
生
理
由
は
分
か
ら
ず
、
右
 
 

歌
は
両
系
統
本
間
の
検
討
材
料
と
し
て
は
保
留
と
す
る
。
 
 
 

異
丈
は
、
畜
陵
部
本
と
内
閣
本
が
第
二
句
「
た
け
倒
は
か
け
」
と
す
る
の
に
 
 

対
し
、
他
伝
本
は
俸
禄
部
の
 
「
の
」
字
を
欠
く
。
い
す
れ
が
本
来
的
か
は
判
断
 
 

で
き
ず
、
こ
れ
も
括
摘
に
留
め
る
。
 
 

野
宿
見
月
 
 

内
閣
 
 

東
大
 
 

Ⅰ
他
 
 

八Ⅰ東 内  
○ 他 大 閣  

ロ
ロ
ロ
 
 

あ
き
の
1
に
や
と
か
る
月
を
は
な
□
□
□
あ
た
り
の
露
を
 
 

烈
 
 

（
↓
他
に
河
野
本
・
国
会
図
書
館
本
）
 
 

花
・
□
〔
〓
］
 
 

花
・
す
ゝ
さ
 
 

前
掲
敦
の
直
後
の
八
一
（
＝
第
一
系
統
六
九
）
春
歌
に
も
欠
文
が
あ
り
、
毒
 
 

陵
部
本
・
第
一
系
統
諸
本
と
も
に
第
三
句
を
欠
く
。
下
旬
は
両
系
統
諸
本
に
欠
 
 

丈
は
見
ら
れ
な
い
。
異
文
の
う
ち
、
天
理
本
の
第
四
句
「
さ
ま
に
も
お
耳
す
」
 
 

は
意
味
不
分
明
で
あ
り
、
天
理
本
・
島
原
本
・
神
宮
文
庫
本
‥
永
井
本
の
第
五
 
 

句
「
う
つ
る
月
別
．
刷
」
は
文
法
的
意
味
的
に
無
理
は
な
い
が
、
い
す
れ
が
本
来
 
 

的
本
文
か
を
確
か
め
る
術
が
な
く
、
こ
こ
で
は
指
摘
す
る
に
留
め
る
。
 
 
 

以
上
、
第
一
系
統
諸
本
に
共
通
す
る
欠
丈
を
す
べ
て
掲
げ
た
。
吟
味
し
た
四
 
 

苫
の
う
ち
、
五
四
番
歌
は
保
留
と
し
た
が
、
一
〇
■
八
一
の
両
歌
は
菩
薩
部
本
 
 

と
第
一
系
統
本
の
ほ
ぼ
同
一
箇
所
に
欠
丈
が
見
ら
れ
る
。
八
〇
春
歌
は
存
疑
と
 
 

し
た
が
、
東
大
本
・
河
野
本
・
国
会
図
書
館
本
を
除
け
ば
、
こ
れ
も
両
系
統
本
 
 

間
で
欠
文
箇
所
が
一
致
す
る
。
 
 
 

天
理
 
 

島
原
 
 

Ⅰ
他
 
 

八
一
 
 

天
理
 
 

島
原
 
 

Ⅰ
他
 
 

八
一
 
 

本
文
は
書
写
者
補
入
の
可
能
性
を
含
め
て
存
凝
と
し
た
方
が
良
き
そ
う
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
ほ
か
異
文
は
、
内
閣
本
第
二
句
に
 
「
や
と
れ
る
つ
き
」
と
あ
る
が
、
岡
 
 

本
の
み
の
独
自
異
文
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
取
り
上
け
な
い
。
書
陵
部
本
の
第
五
 
 

句
末
の
 
「
は
ら
ふ
て
そ
ふ
」
は
字
足
ら
ず
で
、
お
そ
ら
く
第
一
系
統
諸
本
に
見
 
 

ら
れ
る
「
割
て
そ
ふ
」
 
の
 
「
そ
」
字
の
誤
脱
に
依
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

月
澄
海
辺
 
 

う
つ
る
月
か
な
 
 

□
□
ロ
コ
□
 
 

［
〓
］
□
□
□
 
 

し
ほ
た
る
1
伊
勢
お
の
あ
ま
の
□
□
□
□
□
さ
ま
に
も
お
は
す
 
 

か
け
 
 

朝
潮
 
（
↓
他
に
神
宮
文
庫
本
■
永
井
本
）
 
 

□
□
□
□
□
 
 

よ
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僅
か
二
首
 
－
 
存
廃
の
八
〇
番
歌
も
含
め
れ
ば
三
首
 
－
 
ほ
ど
だ
が
、
両
系
 
 

統
本
間
で
欠
文
箇
所
の
一
致
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
、
こ
れ
は
偶
然
に
し
て
は
一
 
 

致
し
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
殊
に
幸
陳
部
本
の
欠
丈
は
虫
損
・
焼
損
な
ど
 
 

で
数
丁
に
わ
た
り
生
じ
た
と
推
測
で
き
る
の
に
射
し
、
第
一
系
統
本
の
欠
文
は
、
 
 

」
ハ
八
・
六
九
番
は
連
続
す
る
も
の
の
、
各
々
数
丁
の
間
隔
を
置
い
て
生
じ
て
お
 
 

り
、
何
ら
か
の
事
情
で
個
々
に
生
じ
た
と
し
か
捉
え
よ
う
が
な
い
。
し
か
も
第
 
 

一
系
統
本
で
は
、
当
面
歌
の
前
後
お
よ
び
料
紙
反
対
側
に
焼
損
・
虫
損
等
に
よ
 
 

る
詞
書
・
歌
本
文
の
空
自
は
見
ら
れ
す
、
い
す
れ
の
欠
丈
も
依
拠
本
以
前
に
生
 
 

じ
た
可
能
性
が
強
い
。
 
 
 

こ
う
し
た
両
系
統
本
間
の
欠
丈
箇
所
の
一
致
は
、
第
二
苫
準
統
本
の
書
写
者
が
 
 

喜
陵
部
本
以
前
の
 
（
第
二
系
統
破
損
本
）
 
の
欠
文
箇
所
を
参
照
し
た
こ
と
に
よ
 
 

る
、
と
解
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
。
書
写
・
校
訂
時
に
欠
文
を
有
す
る
和
歌
本
 
 

文
を
取
り
込
む
、
と
の
考
え
は
不
自
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
依
拠
本
段
階
以
前
 
 

の
第
一
系
統
本
の
物
理
的
破
損
を
確
定
す
れ
ば
あ
り
得
る
。
仮
に
虫
損
・
焼
損
 
 

等
の
物
理
吋
破
損
を
蒙
っ
た
と
推
測
す
る
第
一
系
統
本
を
 
（
第
一
系
親
破
損
本
）
 
 

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
と
、
物
理
的
損
傷
に
よ
り
空
自
を
生
じ
た
 
（
第
一
系
統
破
 
 

損
本
）
 
の
喜
写
・
校
訂
に
降
し
、
書
写
者
が
既
に
 
（
あ
る
い
は
同
時
期
に
）
 
欠
 
 

丈
を
生
じ
て
い
た
 
（
第
t
一
系
統
破
損
本
）
 
を
参
照
し
た
が
、
結
果
的
に
補
訂
不
 
 

能
な
空
自
箇
所
が
い
く
つ
か
残
り
、
そ
れ
が
現
在
の
第
一
系
統
諸
本
に
見
る
欠
 
 

文
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
書
写
者
の
手
元
に
他
の
第
一
系
統
の
完
本
 
 

が
あ
れ
ば
わ
ぎ
わ
ぎ
（
第
二
系
統
破
損
本
）
を
参
照
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
か
 
 

ら
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
 
（
第
一
系
統
破
損
本
）
を
校
訂
 
 

し
た
伝
本
が
現
存
の
鵠
〓
系
統
諸
伝
本
の
親
木
常
に
当
た
ろ
う
。
 
 
 

だ
が
、
遡
っ
て
（
第
叫
系
統
破
損
本
）
が
と
の
よ
う
な
物
理
的
掘
療
を
薫
り
、
 
 

そ
れ
に
よ
り
書
写
者
が
何
時
・
ど
の
程
度
 
（
黄
l
一
系
統
破
指
本
）
 
の
本
文
を
参
 
 

照
し
た
か
、
ま
で
は
残
存
欠
史
か
ら
は
推
し
量
り
が
た
い
。
わ
す
か
に
窺
え
る
 
 

こ
と
は
、
各
々
の
共
通
歌
の
う
ち
、
喜
陵
部
本
で
欠
文
が
あ
る
反
面
、
第
一
系
 
 

統
本
の
議
当
歌
に
欠
文
の
な
い
歌
か
五
首
ヘ
音
陵
部
本
の
番
号
で
十
六
・
二
五
 
 

⊥
ハ
二
・
」
ハ
九
・
七
〇
）
 
あ
り
、
こ
の
う
ち
他
歌
集
に
も
採
ら
れ
、
書
写
・
校
 
 

訂
時
に
そ
の
所
載
歌
本
文
を
参
照
可
能
な
十
六
番
歌
 
（
『
和
漢
兼
作
集
』
所
収
）
 
 

一
首
を
除
く
と
、
残
り
の
四
胃
は
 
（
第
一
系
統
破
損
本
）
時
点
で
も
欠
文
を
生
 
 

じ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
強
い
、
と
い
っ
た
程
度
で
あ
る
。
他
に
も
第
一
系
 
 

統
本
に
は
青
陵
部
本
 
（
乗
二
系
統
本
）
 
に
対
し
て
本
文
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
 
 

そ
れ
が
 
（
第
一
系
統
破
損
本
）
 
以
前
の
本
来
的
本
文
で
あ
る
の
か
、
（
第
二
系
 
 

統
破
損
木
）
参
照
後
の
転
写
過
程
で
生
じ
た
も
の
か
、
は
現
存
茸
料
か
ら
は
判
 
 

断
し
が
た
い
。
 
 
 

ま
た
、
（
第
二
系
統
破
損
本
）
参
照
後
も
第
一
系
統
本
の
転
写
過
程
で
第
二
 
 

系
統
本
が
参
照
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、
と
の
点
も
気
に
な
る
が
、
神
官
 
 

文
庫
本
の
書
写
奥
書
を
見
て
も
そ
れ
と
い
う
記
述
は
無
い
。
そ
こ
で
各
伝
本
中
 
 

の
真
文
注
記
を
手
掛
か
り
に
粒
々
推
謝
し
て
み
た
い
。
 
 
 

第
一
系
統
本
の
異
文
注
記
は
各
伝
本
に
見
ら
れ
、
紙
幅
の
都
合
で
そ
れ
を
逐
 
 

一
指
摘
で
き
な
い
が
、
勅
撰
集
入
集
歌
と
の
校
合
を
窺
わ
せ
る
注
記
や
、
他
の
 
 

同
系
統
伝
本
と
の
校
合
を
示
す
注
記
な
ど
が
、
散
見
す
る
。
そ
れ
が
、
書
陵
部
 
 

本
 
（
第
二
系
統
本
）
 
と
本
文
異
同
を
生
じ
て
い
る
箇
所
で
は
、
異
文
注
記
が
殆
 
 

ど
見
ら
れ
ず
、
有
る
に
し
て
も
、
他
の
同
系
統
伝
本
が
喜
陵
部
本
と
同
じ
異
女
 
 

を
生
じ
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
青
陵
部
本
の
独
自
巽
文
に
い
た
っ
て
は
諸
 
 

伝
本
中
に
全
く
注
記
が
見
ら
れ
な
い
。
要
す
る
に
第
一
系
統
本
で
は
、
勅
撰
集
 
 

入
集
歌
や
他
の
同
系
統
伝
本
と
の
校
合
を
窺
わ
せ
る
注
記
は
散
見
す
る
が
、
青
 
 

陵
部
本
 
（
第
二
系
統
本
）
と
の
校
合
を
明
徹
す
る
注
記
は
見
出
し
が
た
い
、
と
 
 

言
っ
て
良
い
。
 
 
 



ハ
リ
 
 

草
 
 
 

千
 
 

一
方
、
書
陵
部
本
中
の
注
記
は
全
部
で
十
四
箇
所
あ
る
。
注
記
は
本
文
と
同
 
 

筆
だ
が
、
そ
の
記
載
者
は
特
定
し
が
た
く
、
取
り
敢
え
ず
第
二
系
統
本
の
注
記
 
 

と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

具
体
的
に
見
る
と
、
こ
の
半
分
の
七
例
は
「
本
」
と
の
注
記
が
占
め
、
同
本
 
 

の
歌
番
号
で
い
う
二
■
八
■
一
〇
二
・
一
二
二
丁
一
五
四
・
一
七
〇
・
一
七
五
 
 

番
の
詞
書
も
し
く
は
歌
本
文
の
、
欠
丈
箇
所
あ
る
い
は
仮
名
・
漢
字
草
体
の
誤
 
 

認
誤
写
等
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
意
味
不
分
明
な
箇
所
に
付
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
 
 

第
一
系
統
本
と
共
通
す
る
八
・
一
五
四
・
t
七
五
の
三
苫
は
、
同
系
統
本
と
本
 
 

文
異
同
を
生
じ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
モ
れ
と
異
文
注
記
せ
ず
に
 
「
本
」
と
の
 
 

み
記
し
て
い
る
。
 
 
 

実
は
、
書
陵
部
本
に
は
、
第
一
系
統
本
 
－
 
そ
の
諸
本
共
通
本
文
 
－
 
に
対
 
 

す
る
本
文
異
同
が
二
五
首
（
十
三
ニ
ー
七
詞
・
四
六
・
五
三
・
五
八
二
ハ
九
・
 
 

八
三
・
八
五
・
九
四
詞
・
一
〇
七
・
一
〇
九
・
一
一
四
・
一
三
七
・
山
五
四
・
 
 

一
五
」
ハ
■
一
」
ハ
四
・
〓
ハ
五
詞
・
一
六
六
詞
・
一
六
七
詞
・
一
六
八
詞
・
山
七
 
 

〇
詞
・
一
七
二
・
一
七
三
二
七
五
詞
・
一
七
」
ハ
）
 
に
見
ら
れ
る
が
、
喜
陵
部
 
 

本
で
は
そ
の
一
々
に
注
記
せ
ず
、
前
述
の
「
本
」
 
の
三
例
と
同
様
に
、
意
味
不
 
 

分
明
な
本
文
に
加
え
ら
れ
た
注
記
ば
か
り
が
冒
に
き
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
 
 

に
欺
 
 

い
せ
の
う
み
の
き
よ
き
は
ま
へ
射
て
る
か
け
を
 
（
四
五
番
上
旬
）
 
 

の
「
に
欺
」
は
、
第
一
系
統
諸
本
の
本
文
と
一
致
す
る
が
、
こ
れ
も
意
味
不
弁
 
 

塀
な
箇
所
に
あ
る
。
他
に
第
一
系
統
本
の
本
文
と
一
致
す
る
注
記
は
六
例
（
四
 
 

二
・
八
五
，
一
〇
九
・
一
一
四
・
一
五
六
・
一
七
〇
番
）
あ
り
、
う
ち
几
五
番
 
 

・
一
〇
九
蕃
を
除
く
四
苫
に
見
ら
れ
る
注
記
は
、
右
の
四
五
番
歌
に
同
じ
く
疑
 
 

問
・
推
測
の
助
辞
「
欺
」
を
伴
っ
て
書
き
l
一
府
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
第
一
系
統
 
 

本
と
の
共
通
歌
で
は
な
い
が
、
十
九
番
歌
第
三
句
に
見
ら
れ
る
「
く
れ
ぬ
な
り
 
 

一
〇
九
 
ふ
ミ
わ
け
ん
か
た
こ
そ
し
ら
ね
ミ
や
ま
き
の
 
 

雪
の
し
た
ゆ
剖
ま
れ
の
か
よ
ひ
ち
 
 

（
同
「
く
」
 
）
 
 

と
、
こ
れ
も
書
写
者
の
目
移
り
や
誤
写
が
考
え
ら
れ
そ
う
な
箇
所
に
あ
る
。
以
 
 

上
の
七
例
が
、
集
中
で
十
四
箇
所
を
数
え
る
注
記
の
残
り
半
分
で
あ
る
。
 
 
 

右
は
、
書
写
者
が
笥
二
系
統
本
と
校
合
し
て
付
し
た
注
記
と
も
受
け
取
れ
る
 
 

が
、
そ
れ
な
ら
ば
前
述
の
 
「
本
」
 
と
の
注
記
簡
所
を
含
め
、
他
の
本
文
異
同
箇
 
 

所
や
意
味
不
分
明
な
箇
所
 
（
一
〇
七
蕃
初
句
「
ま
ね
か
こ
と
」
な
ど
）
 
に
何
ゆ
 
 

え
異
丈
を
注
記
し
て
い
な
い
か
、
が
疑
問
と
し
て
残
る
。
こ
れ
が
他
の
第
二
系
 
 

統
本
と
の
校
合
を
示
す
に
し
て
も
、
で
あ
る
。
数
多
い
本
文
異
同
の
う
ち
に
は
 
 

霊
元
天
皇
白
身
の
誤
写
が
含
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
六
箇
 
 

所
の
異
文
注
記
と
は
少
な
い
。
 
 
 

そ
こ
で
、
注
記
は
第
一
系
統
本
や
他
の
同
系
統
伝
本
と
の
校
合
結
果
を
示
す
 
 

も
の
で
は
な
く
、
書
写
者
自
ら
が
意
味
不
分
明
な
箇
所
に
付
し
た
、
と
解
し
た
 
 

ら
ど
う
で
あ
ろ
う
。
書
写
者
が
依
拠
本
の
意
味
不
分
明
な
箇
所
に
つ
い
て
、
 
 

「
本
」
 
（
依
拠
本
）
 
の
ま
ま
書
写
す
る
一
方
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
本
来
的
 
 

本
文
を
憶
測
し
て
 
「
に
欺
」
 
〓
削
掲
）
 
な
ど
と
注
記
し
た
と
考
え
る
と
、
こ
の
 
 

注
記
の
数
や
記
載
箇
所
の
偏
り
も
説
明
が
付
く
。
「
く
れ
ぬ
な
り
欺
」
 
〓
別
掲
）
 
 

と
の
注
記
本
文
が
撰
歌
画
料
の
 
『
正
治
百
舌
』
草
稿
本
・
編
纂
本
い
ず
れ
の
現
 
 

存
伝
本
に
見
当
た
ら
な
い
の
も
、
無
理
も
な
い
こ
と
と
な
る
。
 
 
 

異
丈
注
記
を
手
掛
か
り
に
両
系
統
本
間
の
関
係
を
粒
々
吟
味
し
た
が
、
結
果
 
 

と
し
て
、
第
一
系
統
本
の
書
写
者
は
 
（
第
一
系
統
説
損
本
）
 
の
折
に
 
（
第
二
系
 
 

統
破
損
本
）
 
を
参
照
し
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
降
、
書
写
枚
訂
に
 
 
 

欺
」
と
の
注
記
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
他
の
二
例
は
、
 
 
 

八
五
 
な
に
と
こ
の
に
し
へ
八
月
の
し
る
へ
せ
て
 
 

こ
と
刷
と
も
な
く
わ
れ
さ
そ
ふ
ら
ん
 
 

（
傍
線
部
に
 
「
そ
」
 
）
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際
し
て
第
二
系
統
本
を
用
い
た
形
跡
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
第
二
系
統
本
の
書
写
 
 

者
も
書
写
校
訂
時
に
第
一
系
統
本
を
参
照
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
ど
う
 
 

や
ら
両
系
統
本
間
の
交
渉
は
、
（
第
一
系
統
破
損
本
∨
時
の
一
度
を
除
き
そ
れ
 
 

と
い
う
明
徴
を
欠
く
、
ヒ
言
う
に
留
め
た
方
が
良
き
そ
う
で
あ
る
。
 
 

（
五
）
 
 
 

前
節
で
は
、
両
系
統
本
の
欠
文
箇
所
や
異
文
注
記
を
取
り
上
げ
た
が
、
配
列
 
 

の
相
違
に
も
注
意
し
た
い
。
両
系
統
本
の
共
通
敵
に
お
い
て
は
、
配
列
臆
序
は
 
 

殆
ど
一
致
す
る
が
、
僅
か
に
一
か
所
で
歌
順
が
前
後
す
る
。
そ
れ
は
第
一
系
統
 
 

本
七
八
・
七
九
番
 
（
＝
菩
薩
部
本
八
八
・
八
七
）
 
歌
で
、
左
に
神
宮
文
庫
本
の
 
 

当
該
箇
所
を
掲
げ
て
み
る
。
 
 

紅
葉
 
 
 

七
七
、
そ
め
の
こ
す
木
〃
の
も
み
ち
も
あ
ら
し
と
て
し
く
れ
は
山
を
め
く
る
な
り
け
り
 
 
 

七
八
、
引
．
瑚
引
当
明
こ
か
れ
わ
た
る
や
秋
を
や
く
け
し
き
の
も
り
の
梢
な
る
ら
ん
 
 

紅
葉
白
浅
 
 

七
九
、
い
つ
し
か
は
色
に
出
し
と
し
の
ふ
や
ま
下
葉
よ
り
こ
そ
も
み
ち
そ
め
け
れ
 
 

直
前
の
七
六
番
歌
は
「
椿
衣
」
題
、
直
後
の
八
〇
春
以
降
は
「
水
辺
菊
」
 
（
八
 
 

〇
）
 
「
野
外
秋
尽
」
 
（
八
こ
 
と
歌
が
続
き
、
こ
の
間
に
右
の
 
「
紅
葉
」
 
関
連
 
 

の
歌
が
配
さ
れ
て
い
る
。
書
陵
部
本
で
は
こ
の
部
分
左
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 
 

紅
葉
 
 
 
〔
＝
正
治
百
首
）
 
 
 

八
」
ハ
、
か
く
と
た
に
ま
た
よ
に
ち
ら
し
お
く
や
ま
□
い
は
か
け
ま
ゆ
ミ
い
ろ
つ
き
に
け
り
 
 

紅
葉
日
浅
（
＝
第
一
系
統
七
九
）
 
 
 

八
七
、
い
つ
し
か
ハ
い
ろ
に
い
て
し
と
し
の
ふ
や
ま
し
た
ハ
よ
り
こ
そ
も
み
ち
そ
め
け
れ
 
 

杜
紅
葉
 
（
＝
第
一
系
統
七
八
）
 
 
 

八
八
、
旬
u
．
剖
．
べ
．
で
こ
か
れ
わ
た
る
や
あ
き
を
や
く
け
し
き
の
も
り
の
こ
す
ゑ
な
る
ら
ん
 
 
 

第
一
系
統
本
の
七
七
春
歌
に
代
わ
り
、
『
正
治
百
首
』
歌
が
 
「
紅
葉
」
軍
歌
 
 

と
し
て
配
さ
れ
、
次
に
八
七
春
歌
（
第
一
系
統
本
七
九
）
、
八
八
春
歌
（
同
七
 
 

八
）
ヒ
続
く
。
そ
の
際
、
八
七
春
歌
は
新
た
に
 
「
杜
紅
塵
」
題
と
さ
れ
、
初
句
 
 

も
「
も
み
ち
菓
の
」
か
ら
「
を
し
な
へ
て
」
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
 
 

り
 
「
い
は
か
け
ま
ゆ
み
い
ろ
つ
き
」
始
め
 
（
八
」
ハ
番
）
、
「
し
の
ふ
や
ま
」
 
が
 
 

「
も
み
ち
そ
め
」
 
（
八
七
番
）
、
そ
し
て
「
を
し
な
へ
て
こ
か
れ
わ
た
る
」
 
 

「
け
し
き
」
 
（
八
八
番
）
 
へ
と
、
紅
葉
が
徐
々
に
広
が
る
様
子
が
順
に
詠
出
さ
 
 

れ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

第
一
系
統
本
の
歌
の
配
列
で
は
、
「
紅
葉
」
題
か
ら
「
紅
葉
日
浅
」
担
と
い
 
 

う
具
合
に
、
余
り
工
夫
き
れ
た
配
列
と
は
言
い
が
た
い
。
両
系
統
本
の
歌
笹
配
 
 

列
で
は
、
素
題
か
ら
結
題
と
い
う
規
則
性
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
も
「
紅
葉
」
 
 

題
が
「
紅
葉
日
浅
」
よ
り
前
に
置
か
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
青
陵
部
本
 
 

（
第
二
系
統
本
）
 
で
は
、
七
九
番
の
 
「
紅
尭
日
浅
」
題
歌
の
位
置
を
前
に
す
ら
 
 

す
一
方
、
「
杜
紅
葉
」
題
を
新
設
し
、
合
わ
せ
て
七
八
書
初
句
を
「
を
し
な
へ
 
 

て
」
と
改
変
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
一
連
の
紅
葉
の
詠
出
を
可
能
に
し
て
い
 
 

る
。
こ
の
第
一
系
統
本
の
七
八
春
歌
と
書
陵
部
本
八
八
春
歌
に
つ
い
て
は
、
 
 

「
初
句
を
異
に
す
る
の
み
の
一
種
の
共
通
歌
か
」
 
（
新
編
『
国
歌
大
悦
』
上
憤
 
 

氏
解
題
）
と
の
ご
指
摘
も
あ
る
が
、
字
句
の
改
変
は
以
上
の
よ
う
な
配
列
構
成
 
 

の
工
夫
に
伴
う
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
「
共
通
歌
」
と
見
倣
し
て
良
い
と
思
わ
 
 

れ
る
。
僅
か
一
億
所
の
歌
順
の
相
連
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
も
第
二
系
統
本
部
第
 
 

一
系
統
本
を
再
編
集
し
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
 
 

（
六
）
 
 
 

第
二
系
統
本
は
第
一
系
統
本
を
躇
ま
え
、
『
御
室
五
十
首
』
や
『
正
治
百
首
』
 
 

歌
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
前
述
の
よ
う
な
歌
題
配
列
の
工
夫
を
試
み
た
節
 
 
 



草
 
 
 

千
 
 

が
見
受
け
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
第
二
系
統
本
を
一
体
誰
が
再
編
集
し
た
の
か
、
 
 

と
の
点
は
気
に
な
る
が
、
現
存
黄
料
か
ら
は
明
ら
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
 
 
 

因
み
に
、
定
家
の
 
『
明
月
記
』
 
覚
書
二
年
一
月
廿
九
日
条
を
見
る
と
、
 
 

北
院
御
室
許
御
集
、
昨
今
染
老
筆
即
返
上
丁
、
三
巻
打
切
紙
、
一
行
書
一
 
 

句
、
早
速
之
由
有
卸
気
色
云
々
 
 

と
あ
り
、
定
家
は
 
「
昨
今
」
 
の
間
に
 
「
北
院
御
室
許
御
集
」
 
を
書
写
・
返
上
す
 
 

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
 
 
 

注
目
し
た
い
の
は
「
北
院
御
室
許
卸
業
」
と
の
記
述
で
、
こ
れ
は
、
守
覚
の
 
 

手
許
に
あ
っ
た
別
人
の
御
集
、
も
し
く
は
守
覚
自
身
の
御
集
、
と
い
う
両
様
の
 
 

解
釈
が
で
き
る
。
前
者
と
す
る
と
、
所
持
音
名
の
み
を
掲
げ
て
当
の
御
集
名
を
 
 

記
き
な
い
点
が
不
孝
に
思
わ
れ
る
。
又
寛
喜
二
年
に
は
守
覚
は
入
滅
し
て
お
り
、
 
 

当
時
の
 
「
御
集
」
所
持
者
は
定
家
の
返
上
し
た
相
手
、
即
ち
「
早
速
之
由
」
と
 
 

の
「
御
気
色
」
を
示
し
た
人
物
と
見
て
良
く
、
前
者
の
解
釈
で
は
回
り
く
ど
い
 
 

表
現
と
な
り
、
意
味
も
哩
昧
に
な
る
。
従
っ
て
、
後
者
の
、
守
覚
の
 
（
手
許
に
 
 

あ
っ
た
そ
の
）
 
御
集
の
意
で
解
し
て
お
き
た
い
。
 
 
 

定
家
の
記
述
に
よ
る
と
、
「
漸
集
」
は
「
三
巻
如
切
紙
、
一
行
喜
一
句
」
と
 
 

あ
る
。
現
存
の
第
一
■
第
二
両
系
統
及
び
《
家
集
東
砂
出
詠
》
は
近
世
書
写
の
 
 

冊
子
本
で
、
和
歌
一
首
を
一
行
も
し
く
は
二
行
に
記
す
か
ら
、
「
御
集
」
は
い
 
 

す
れ
と
も
一
致
し
な
い
。
た
だ
、
定
家
の
 
「
御
集
」
書
写
は
『
御
室
五
十
首
』
 
 

『
正
治
百
首
』
成
立
後
で
あ
る
か
ら
、
「
御
集
L
が
第
一
系
統
本
で
あ
る
可
能
 
 

性
と
共
に
、
そ
れ
を
再
編
集
し
た
第
二
系
統
本
と
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
今
度
は
、
家
集
中
の
勅
撰
集
入
集
故
に
日
を
向
け
て
み
た
い
。
 
 
 

守
覚
の
勅
撰
集
入
集
歌
は
全
部
で
四
二
百
あ
り
、
次
は
そ
の
勅
撰
集
入
葉
状
 
 

況
を
表
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

見
ら
れ
る
ほ
か
、
第
一
系
統
本
か
ら
共
通
歌
を
除
い
た
歌
 
（
右
真
の
 
「
第
一
の
 
 

み
」
）
 
の
中
に
四
首
、
同
じ
く
第
二
系
統
本
の
そ
れ
（
同
「
第
二
の
み
」
）
 
に
 
 

十
六
胃
と
、
合
計
三
八
百
が
第
一
・
第
二
い
ず
れ
か
の
家
集
中
に
見
ら
れ
る
。
 
 

家
集
所
収
歌
以
外
 
（
同
「
家
集
以
外
」
 
）
 
で
は
、
『
御
専
五
十
胃
』
歌
一
首
が
 
 
 

守
覚
の
勅
撰
集
入
集
歌
は
、
 
 

載
 
今
 
撰
 
讃
 
今
 
遺
 
撰
 
集
 
載
 
拾
 
載
 
遺
 
拾
 
古
 
 

言
 
動
 
復
 
古
 
拾
 
葎
 
 干
 
葎
 
干
 
拾
 
諒
”
‖
綜
 
 
 

干
 
斬
 
新
 
続
 
続
 
続
 
新
 
玉
 
続
 
続
 
斬
 
新
 
斬
 
新
 
 
 

第
一
■
第
二
系
統
本
の
共
通
歌
の
中
に
十
八
百
 
 

合  計  
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『
新
古
今
集
』
に
、
『
正
治
百
舌
』
歌
が
 
『
続
拾
遺
集
』
 
『
耗
後
拾
遺
集
』
 
 

『
新
続
古
今
集
』
 
に
一
首
ず
つ
、
入
集
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
勅
撰
集
入
集
歌
と
家
集
所
収
歌
を
詞
書
（
歌
題
）
・
本
文
の
上
か
ら
粗
 
 

超
比
べ
て
み
る
。
 
 
 

ま
ず
両
系
統
本
共
通
歌
の
場
合
、
そ
の
勅
撰
集
入
集
歌
の
詞
書
は
、
僅
か
二
 
 

首
を
除
き
、
家
集
所
収
敦
の
詞
書
と
一
致
す
る
か
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
「
ほ
ぼ
 
 

一
致
」
 
と
し
た
の
は
、
勅
撰
集
八
乗
歌
の
詞
毒
は
家
集
の
そ
れ
に
対
し
て
若
干
 
 

記
述
内
容
の
増
減
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
外
と
し
た
二
首
は
、
『
千
載
 
 

果
』
 
二
八
番
及
び
 
『
続
千
載
集
』
七
〇
四
番
各
人
集
歌
で
、
ど
ち
ら
も
詞
書
に
 
 

「
題
し
ら
ず
」
と
記
す
が
、
家
集
で
の
前
者
 
（
第
一
系
統
十
一
・
第
二
系
統
十
 
 

二
）
詞
書
は
「
梅
」
、
後
者
 
（
第
一
系
統
一
〇
六
■
第
二
系
統
二
 
二
二
）
 
詞
書
 
 

は
 
「
歳
葛
」
 
と
あ
る
。
尤
も
、
右
二
首
の
勅
撰
集
に
お
け
る
前
後
の
歌
を
見
る
 
 

と
、
家
集
所
収
歌
と
同
じ
歌
選
歌
が
配
き
れ
て
い
る
か
ら
、
詞
書
の
 
「
題
し
ら
 
 

ず
」
 
は
何
ら
か
の
事
情
で
付
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

ま
た
、
歌
本
文
に
関
し
て
も
本
文
異
同
が
散
見
す
る
。
紙
幅
の
都
合
で
大
き
 
 

な
異
同
箇
所
の
み
を
指
摘
す
る
と
、
例
え
ば
前
述
し
た
第
一
系
統
本
十
一
（
第
 
 

二
系
統
十
二
）
 
尊
敬
の
第
二
句
は
、
「
花
に
う
つ
ろ
ふ
」
 
へ
高
松
宮
本
・
内
閣
 
 

本
・
東
大
本
・
河
野
本
・
国
会
図
書
館
本
・
神
宮
文
庫
本
）
、
「
花
に
こ
つ
た
 
 

ふ
」
 
二
別
記
以
外
の
敏
〓
系
統
本
・
書
陸
部
本
・
千
載
集
）
と
揺
九
て
い
る
。
 
 

同
じ
く
七
四
 
（
第
二
系
統
八
四
）
 
春
歌
は
島
原
本
・
国
会
図
書
館
本
・
永
井
本
 
 

で
当
該
歌
を
欠
く
上
、
モ
の
第
五
句
は
、
「
鴫
も
た
つ
な
り
」
 
へ
群
諸
類
従
本
 
 

・
天
理
本
・
慶
応
本
・
続
国
歌
大
観
本
・
関
西
大
本
）
、
「
鳴
□
た
つ
な
り
」
 
 

（
神
宮
文
庫
本
）
、
「
鴨
も
た
つ
な
る
」
 
（
青
陵
部
本
・
玄
玉
集
入
集
歌
・
和
 
 

漢
兼
作
美
入
集
歌
）
、
「
鴨
も
な
く
な
る
」
 
（
内
閣
本
・
東
大
本
・
河
野
本
・
 
 

新
後
拾
遺
集
入
集
歌
）
、
「
鴨
□
な
く
な
る
」
 
（
高
松
宮
本
）
、
「
鳩
そ
た
つ
 
 

な
る
」
 
へ
榊
原
本
）
と
異
同
を
生
じ
て
い
る
。
譜
伝
本
闇
で
大
き
く
本
文
が
揺
 
 

れ
る
の
は
右
の
二
例
ほ
ど
で
、
他
は
第
一
系
統
C
本
に
分
類
し
た
三
伝
本
の
独
 
 

自
異
文
や
、
各
伝
本
内
部
の
仮
名
や
嘆
字
草
体
の
誤
認
誤
写
に
依
る
と
推
測
さ
 
 

れ
る
異
丈
な
ど
が
、
散
見
す
る
。
 
 
 

山
方
、
前
掲
衷
の
 
「
第
一
の
み
」
、
即
ち
第
一
系
統
本
所
収
歌
よ
り
両
系
統
 
 

本
共
通
敦
を
除
い
た
歌
の
中
に
は
、
僅
か
だ
が
、
勅
撰
集
・
私
撰
集
入
集
歌
と
 
 

の
闇
に
歌
穎
も
し
く
は
本
文
の
一
致
す
る
場
合
が
見
ら
れ
る
。
 
 
 

例
え
ば
「
郭
公
」
を
詠
じ
た
萌
∵
系
統
本
三
四
番
歌
は
、
他
に
『
玉
葉
集
』
 
 

三
七
一
番
に
 
「
蘭
郭
公
」
選
歌
と
し
て
揺
ら
れ
て
お
り
、
両
者
の
歌
題
は
一
致
 
 

し
な
い
も
の
の
、
歌
本
文
に
お
け
る
異
同
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
一
一
〇
番
歌
 
 

（
歌
題
「
述
懐
」
）
は
、
家
集
の
ほ
か
『
続
後
撰
集
』
一
一
九
D
番
と
『
万
代
 
 

集
』
三
大
∵
八
三
番
に
人
集
し
、
前
者
の
改
題
は
家
集
に
同
じ
く
「
述
懐
」
 
と
あ
 
 

る
。
『
万
代
集
』
 
の
方
は
詞
書
に
 
「
五
十
首
歌
の
中
に
」
と
の
記
述
し
か
な
い
 
 

が
、
当
面
歌
の
前
後
に
は
 
「
述
懐
」
題
歌
が
並
ん
で
お
り
、
こ
れ
も
 
「
述
懐
」
 
 

題
歌
と
解
し
て
良
か
ろ
う
。
な
も
歌
本
文
の
第
二
句
が
、
第
一
系
統
拓
本
と
 
 

『
万
代
集
』
で
「
（
な
に
こ
と
を
）
ま
つ
と
軋
な
し
に
」
、
『
続
後
撰
集
』
 
で
 
 

「
ま
つ
と
咄
な
し
に
」
と
異
な
る
が
、
こ
の
異
文
が
、
『
続
後
撰
集
』
の
転
写
 
 

過
程
で
生
じ
た
も
の
か
、
撰
歌
資
料
に
よ
る
も
の
か
、
は
分
か
ら
な
い
。
 
 
 

さ
ら
に
第
一
系
統
本
の
四
五
番
歌
は
 
『
閏
月
菓
』
一
五
四
番
に
揺
ら
れ
、
ど
 
 

ち
ら
の
詞
書
に
も
「
杜
辺
納
涼
」
と
あ
る
。
十
四
番
歌
は
『
月
詣
集
』
四
二
番
 
 

人
集
歌
で
、
双
方
詞
書
に
 
「
残
雪
某
局
」
 
と
配
す
。
同
じ
く
五
〇
番
歌
の
歌
簸
 
 

「
七
夕
」
は
『
月
詣
集
』
六
一
一
番
の
同
「
七
夕
」
と
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
 
 

右
私
撰
集
と
旗
∵
二
系
統
本
の
ほ
か
は
現
存
他
歌
菓
に
採
ら
れ
て
潜
ら
ず
、
ま
た
 
 

本
文
異
同
も
見
ら
れ
な
い
歌
で
あ
る
。
 
 
 

他
方
、
第
二
系
統
本
 
（
書
陵
部
本
〕
 
よ
り
共
通
歌
を
除
い
た
九
三
首
中
に
は
、
 
 
 



4
 
 

1
 
 

＋
 
 
 

革
 
 
 

干
 
 

は
、
『
新
千
載
集
』
一
九
六
番
に
も
見
ら
れ
、
そ
の
詞
書
は
 
 

十
六
首
ほ
ど
勅
撰
集
入
集
歌
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
御
室
五
十
首
』
歌
か
 
『
正
 
 

治
百
首
』
歌
で
あ
り
、
そ
の
勅
撰
集
に
お
け
る
各
々
の
詞
書
を
見
る
と
、
『
御
 
 

室
五
十
首
』
 
『
正
治
百
首
』
各
出
詠
歌
と
明
記
す
る
場
合
が
多
く
、
乃
至
は
 
 

「
冬
歌
と
て
よ
み
侍
り
け
る
」
 
（
 
『
新
古
今
集
』
」
ハ
ニ
九
番
）
 
と
そ
れ
ら
部
立
 
 

名
を
記
す
詞
書
か
、
「
屈
し
ら
ず
」
 
〔
『
新
千
載
集
』
一
九
六
番
入
集
敦
及
び
 
 

『
新
後
拾
遺
集
』
 
三
九
八
番
人
果
敢
）
 
と
の
詞
書
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
右
九
 
 

三
宮
中
の
『
霊
薬
菓
』
 
『
万
代
集
』
 
『
夫
木
抄
』
 
な
ど
私
撰
集
入
集
歌
の
詞
書
 
 

に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
 
 
 

し
か
し
、
書
陸
部
本
所
収
歌
の
詞
書
に
は
『
御
室
五
十
音
』
 
『
正
治
百
首
』
 
 

出
詠
歌
と
の
記
述
は
な
く
、
い
ず
れ
も
「
花
」
 
「
時
鳥
」
な
ど
の
素
題
が
記
さ
 
 

れ
て
お
り
、
家
集
所
収
歌
と
勅
撰
集
入
集
歌
の
詞
書
は
殆
ど
一
致
し
な
い
。
僅
 
 

か
に
一
五
二
番
歌
の
歌
題
 
「
旅
」
 
が
、
『
新
拾
遺
集
』
 
八
二
八
番
及
び
『
秋
風
 
 

集
』
一
〇
四
〇
番
各
人
集
歌
の
そ
れ
ヒ
重
な
る
が
、
出
典
の
 
『
御
室
五
十
首
』
 
 

所
収
歌
に
も
詞
書
 
「
旅
」
 
と
あ
る
か
ら
、
右
の
歌
集
撰
者
が
 
『
御
重
五
十
首
』
 
 

よ
り
撰
歌
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

ま
た
各
勅
撰
集
に
お
け
る
人
集
歌
前
後
の
歌
題
を
見
て
も
、
家
集
所
収
歌
の
 
 

そ
れ
と
一
致
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
一
致
し
な
い
場
合
も
多
い
。
後
者
の
例
を
 
 

挙
け
る
と
、
書
陰
部
本
九
番
歌
は
 
「
電
」
監
歌
だ
が
、
『
新
統
古
今
集
』
六
〇
 
 

番
の
入
集
歌
前
後
に
は
 
「
若
菜
」
題
歌
が
配
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
く
九
九
春
歌
 
 

の
「
時
雨
」
監
に
対
し
て
、
『
続
古
今
集
』
六
一
五
番
の
入
集
歌
前
後
に
は
 
 

「
各
月
」
題
と
解
せ
る
歌
が
並
ん
で
い
る
、
と
言
っ
た
具
合
で
あ
る
。
 
 
 

叡
本
文
に
関
し
て
も
、
勅
撰
集
入
果
敢
と
の
聞
に
は
本
文
異
同
が
散
見
す
る
。
 
 

例
え
ば
 
「
郭
公
」
 
を
詠
じ
た
第
二
系
統
本
三
四
番
歌
、
 
 

ほ
と
1
き
す
う
の
花
や
ま
 
 
の
あ
り
す
し
て
そ
ら
に
し
ら
れ
 
 
 ぬ
月
に
な
く
な
り
 
 

「
癒
し
ら
す
」
、
 
 

献
本
文
の
第
二
二
二
句
は
 
「
う
の
は
な
山
に
や
す
ら
ひ
て
」
 
と
あ
る
。
『
新
千
 
 

載
集
』
 
の
当
面
敵
前
後
に
は
 
「
時
烏
」
題
歌
が
配
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
家
 
 

集
所
収
歌
の
歌
題
と
重
な
る
が
、
右
の
取
木
丈
第
二
二
二
句
の
異
文
は
、
出
典
 
 

の
 
『
正
治
百
雷
』
草
稿
本
・
編
纂
本
の
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
す
、
『
新
千
載
集
』
 
 

入
集
歌
に
点
け
る
独
自
異
文
と
し
か
捉
え
よ
う
が
な
い
。
 
 
 

こ
の
他
に
も
本
文
異
同
は
散
見
す
る
。
そ
れ
を
左
に
掲
げ
る
。
歌
番
号
・
本
 
 

文
は
青
陵
部
本
に
よ
り
、
括
弧
内
は
、
そ
れ
と
同
一
本
文
の
歌
を
収
め
る
歌
集
 
 

・
歌
合
等
を
示
す
。
 
 

引
（
新
税
古
今
二
些
指
百
百
）
 
 
 

九
、
か
す
ミ
し
竹
ひ
か
た
に
あ
さ
る
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
こ
1
ろ
あ
て
に
や
い
そ
な
 
 

つ
む
□
口
 
 

劃
（
新
後
拾
遺
・
御
室
五
十
首
）
 
 

七
六
、
あ
れ
ま
も
る
の
き
ハ
の
貝
ハ
つ
ゆ
し
け
引
し
の
ふ
よ
り
こ
そ
や
と
り
そ
 
 

め
け
れ
 
 

村
（
玉
葉
集
）
 
 

八
九
、
く
さ
か
く
れ
に
ハ
に
な
れ
引
る
し
か
の
ね
に
人
め
ま
れ
な
る
ほ
と
を
し
 
 

る
か
な
 
（
正
治
青
首
・
秋
風
集
・
夫
木
抄
）
 
 

軋
（
続
古
今
・
正
治
育
苗
・
和
漢
兼
作
集
）
 
 

九
九
、
か
く
れ
ぬ
と
見
れ
ハ
た
創
ま
に
か
け
も
□
□
月
も
し
く
る
ゝ
む
ら
く
も
 
 

の
そ
ら
 
 

副
（
新
助
演
†
御
重
五
十
音
二
二
百
六
十
春
歌
合
）
 
 

一
〇
二
、
ふ
し
の
ね
ハ
と
潮
て
も
そ
ら
に
し
ら
れ
け
り
く
も
よ
り
う
へ
に
見
ゆ
 
 

る
し
ら
ゆ
き
 
 

d
（
玉
葉
集
）
 
 

一
一
三
、
う
ら
ま
つ
の
ハ
ニ
し
に
お
つ
る
月
か
け
に
干
と
り
つ
ま
粛
ふ
す
ま
の
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あ
け
ほ
の
 
（
御
室
五
十
百
二
二
百
六
十
春
歌
合
）
 
 

u
（
新
拾
遺
・
御
室
五
十
音
二
二
百
」
ハ
十
書
取
合
）
 
 

一
五
二
、
ふ
引
な
れ
ぬ
と
こ
の
う
ら
風
身
に
し
ミ
て
こ
～
ろ
う
き
た
つ
な
ミ
の
 
 

を
と
か
な
 
 
 

こ
の
う
ち
一
〇
二
番
歌
の
傍
線
部
は
意
味
不
明
で
、
「
は
」
 
と
 
「
け
」
 
の
仮
 
 

名
草
体
の
誤
認
誤
写
に
依
り
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
五
二
番
歌
は
直
前
の
 
 

一
五
一
番
歌
初
句
が
 
「
ふ
ミ
な
れ
ぬ
と
」
と
あ
る
か
ら
、
書
写
者
の
目
移
り
に
 
 

よ
る
誤
写
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
八
九
・
一
一
三
番
両
歌
の
異
丈
は
 
 

『
玉
葉
集
』
入
果
敢
の
み
に
見
ら
れ
、
前
述
し
た
『
新
千
載
集
』
 
の
例
に
同
じ
 
 

く
独
白
異
文
と
言
え
る
。
そ
の
他
に
も
、
第
二
系
統
本
書
写
者
の
誤
認
誤
写
が
 
 

考
え
ら
れ
そ
う
な
異
文
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
意
味
町
史
法
的
に
無
理
は
な
く
、
 
 

こ
こ
で
は
指
摘
す
る
に
留
め
て
お
く
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
書
陵
部
本
 
t
第
二
系
統
本
）
中
の
共
通
畝
を
除
く
歌
 
〓
別
掲
表
 
 

の
 
「
第
二
の
み
」
 
）
 
の
考
察
に
関
わ
り
、
勅
撰
集
入
集
歌
と
の
比
較
を
租
々
試
 
 

み
た
が
、
歌
本
文
に
つ
い
て
は
、
第
二
系
統
本
の
書
写
者
の
誤
認
誤
写
に
依
る
 
 

と
見
ら
れ
る
異
丈
、
乃
至
は
各
勅
撰
集
の
独
白
異
文
、
が
散
見
す
る
が
、
詞
書
 
 

（
歌
題
）
 
ほ
ど
大
き
な
相
違
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
両
系
統
本
共
通
歌
に
 
 

含
ま
れ
る
第
二
系
統
本
の
本
文
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
 
 
 

そ
の
う
え
、
第
二
系
統
本
 
（
両
系
統
本
共
通
歌
を
含
む
）
 
中
に
は
、
守
覚
の
 
 

勅
撰
人
糞
歌
四
二
百
の
う
ち
三
四
首
が
あ
り
、
殊
に
守
覚
の
『
御
室
五
十
首
』
 
 

『
正
治
青
首
』
歌
で
勅
撰
集
に
入
果
し
た
二
〇
百
中
、
十
六
首
が
見
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
第
二
系
統
本
は
、
勅
撰
集
に
入
果
し
た
 
 

『
御
室
五
十
首
』
 
『
正
治
百
首
』
歌
を
踏
ま
え
て
編
ま
れ
た
、
即
ち
第
一
系
統
 
 

本
中
の
勅
撰
集
入
果
敢
を
含
む
八
四
首
と
、
『
御
室
五
十
首
』
 
『
正
治
百
首
』
 
 

中
の
勅
撰
集
入
集
歌
を
含
む
九
三
首
を
合
わ
せ
て
再
編
集
さ
れ
た
可
能
性
も
考
 
 

え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
具
休
的
な
編
集
時
期
や
編
集
者
は
分
か
ら
な
い
が
、
 
 

両
系
統
本
共
通
歌
に
『
新
後
拾
遺
集
』
や
『
新
線
古
今
集
』
入
果
敢
が
含
ま
れ
 
 

て
い
る
点
に
留
意
す
る
と
、
十
三
代
集
以
降
、
即
ち
『
新
統
古
今
集
』
成
立
の
 
 

永
享
十
一
年
以
降
に
編
ま
れ
た
、
と
の
想
定
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
 
 
 

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
以
前
に
編
ま
れ
、
偶
然
そ
の
所
収
歌
が
後
代
の
勅
撰
集
に
 
 

探
ら
れ
た
と
の
想
定
は
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
第
二
系
統
本
は
各
勅
撰
集
の
撰
 
 

歌
資
料
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
、
と
解
し
て
も
不
自
然
で
な
い
ほ
ど
 
 

勅
撰
集
人
糞
歌
が
散
見
す
る
も
の
の
、
第
一
系
統
本
の
妬
く
、
第
二
系
統
本
 
 

（
前
掲
表
の
「
第
二
の
み
」
 
）
 
所
収
歌
の
詞
書
 
（
歌
冠
）
 
を
踏
ま
え
た
と
推
測
 
 

で
き
る
勅
撰
集
人
集
歌
の
詞
書
 
（
歌
題
）
 
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
右
の
再
編
集
 
 

年
時
の
想
定
は
、
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
て
の
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

定
家
の
書
写
し
た
「
御
集
」
が
ど
の
よ
う
な
伝
本
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
第
 
 

二
系
統
本
と
の
可
能
性
は
、
ひ
と
ま
す
除
い
て
お
い
て
良
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

（
七
）
 
 
 

こ
れ
ま
で
書
陸
部
本
の
吟
味
を
も
と
に
、
第
一
系
統
本
の
転
写
過
程
に
お
け
 
 

る
（
第
二
系
統
破
損
本
）
関
与
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
 
 

伝
本
関
係
を
図
示
し
て
み
た
の
が
次
頁
の
図
で
あ
る
。
実
根
で
囲
ん
だ
部
分
は
 
 

現
存
す
る
伝
本
を
指
し
、
点
線
は
そ
の
存
在
を
仮
想
す
る
家
集
乃
至
伝
本
を
示
 
 

す
。
点
線
の
矢
印
は
、
一
方
が
他
方
を
潜
ま
え
て
再
編
集
も
し
く
枚
訂
し
た
意
 
 

を
表
す
。
 
 
 

詳
伝
本
の
関
係
を
粒
々
ま
と
め
て
み
た
が
、
（
第
一
系
統
破
損
本
）
を
磨
ま
 
 

え
た
書
写
校
訂
に
際
し
て
、
第
山
系
統
本
か
ら
第
二
系
統
本
へ
と
い
う
推
定
成
 
 

立
順
序
と
は
逆
の
、
第
二
系
統
本
か
ら
第
一
系
統
本
へ
の
本
文
 
－
 
推
測
し
得
 
 

る
範
囲
で
若
干
の
欠
文
 
－
 
取
り
込
み
の
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
点
は
注
意
さ
 
 
 



れ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
所
収
敵
の
面
で
も
、
第
一
系
統
本
の
現
存
伝
本
と
成
立
 
 

当
初
の
岡
本
と
の
関
係
を
考
え
さ
せ
る
。
 
 
 

例
え
ば
、
第
一
系
統
本
の
五
三
 
（
書
綾
部
本
五
九
）
春
歌
は
 
『
御
室
五
十
首
』
 
 

『
御
室
撰
歌
合
』
出
詠
歌
で
あ
り
、
同
五
五
番
歌
（
同
」
ハ
五
）
は
『
正
治
盲
首
』
 
 

歌
で
あ
る
。
第
二
系
統
本
は
『
千
載
集
』
成
立
以
前
の
編
集
と
推
定
さ
れ
、
右
 
 

の
定
数
歌
は
後
年
の
建
久
・
正
治
年
間
の
億
行
だ
か
ら
、
こ
の
二
苫
が
編
集
後
 
 

の
家
集
か
ら
同
五
十
苫
・
百
普
に
転
用
き
れ
た
、
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
 
 

だ
が
、
先
の
両
系
統
本
の
関
係
を
踏
ま
え
る
と
、
書
写
者
に
よ
り
、
本
文
の
み
 
 

な
ら
す
詠
歌
自
体
が
第
一
系
統
本
に
取
り
込
ま
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

現
存
の
第
一
系
統
本
に
は
他
に
後
年
の
百
首
歌
等
へ
の
出
詠
歌
は
見
出
だ
せ
 
 

す
、
検
討
を
要
す
る
歌
は
右
二
百
を
指
摘
す
る
だ
け
だ
が
、
先
述
の
よ
う
に
 
 

（
第
一
系
統
破
損
本
）
 
以
前
の
同
系
統
本
に
つ
い
て
は
現
存
史
料
よ
り
窺
う
術
 
 

は
な
く
、
右
二
首
が
第
一
系
統
本
の
成
立
当
初
か
ら
入
っ
て
い
た
か
は
存
塵
と
 
 

し
た
方
が
良
か
ろ
う
。
 
 
 

第
二
系
統
本
 
 

第
一
系
統
本
 
T
］
1
－
－
－
－
⊥
 
同
破
損
本
 
 

「
…
・
タ
…
 
 

声
＝
＝
＝
一
 
 
 

《
家
集
某
抄
出
詠
》
 
 

現
存
の
第
一
系
統
本
の
所
収
歌
・
本
文
に
つ
い
て
は
、
右
二
百
の
問
題
も
含
 
 

め
、
留
意
し
て
扱
う
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

小
稿
で
は
菩
薩
部
本
を
中
心
に
、
他
伝
本
と
の
関
係
を
考
察
し
て
き
た
。
歌
 
 

本
文
に
つ
い
て
は
余
り
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
書
陵
部
本
に
は
誤
写
や
欠
文
が
 
 

多
く
見
ら
れ
る
一
方
、
僅
か
で
は
あ
る
が
、
第
一
系
統
本
所
収
歌
よ
り
本
来
的
 
 

と
推
測
さ
れ
る
本
文
も
散
見
す
る
。
こ
の
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
 
 

て
、
こ
こ
で
は
両
系
統
本
の
伝
本
関
係
を
粒
々
考
察
し
た
次
第
で
あ
る
。
 
 

※
勅
撰
集
・
私
撰
集
・
歌
台
所
収
歌
の
引
用
は
新
編
『
国
歌
大
観
』
に
依
る
。
 
 

［
注
］
 
 

（
1
）
 
伝
本
分
類
に
関
し
て
は
、
既
に
 
『
私
家
集
大
成
』
中
世
Ⅰ
所
収
『
守
覚
 
 

法
親
王
集
』
解
説
（
片
野
達
郎
氏
執
筆
）
 
や
新
編
『
国
歌
大
観
』
第
四
巻
 
 

所
収
『
守
覚
法
親
王
集
』
解
題
 
（
上
條
彰
次
氏
執
筆
）
 
に
言
及
が
あ
る
。
 
 

（
2
）
 
下
釜
逸
子
氏
「
 
『
守
覚
法
親
王
集
』
 
の
研
究
 
－
 
家
集
の
成
立
に
つ
い
 
 

て
 
－
 
」
 
（
 
「
仏
教
文
学
」
第
六
号
、
昭
和
五
七
年
二
月
）
 
 

（
3
）
 
東
大
本
・
河
野
本
・
国
会
図
書
館
本
の
独
自
男
丈
と
し
て
は
、
例
え
ば
 
 

第
一
系
統
本
二
番
歌
の
、
 
 

二
、
お
く
山
の
谷
の
ふ
る
す
の
う
そ
ひ
す
も
た
か
き
に
う
つ
る
 
 

春
に
あ
ひ
け
り
 
 
 

も
モ
爪
二
 
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
。
右
三
木
に
は
錯
簡
部
分
を
含
め
、
こ
う
し
 
 
 

た
他
の
同
系
統
伝
本
に
見
ら
れ
な
い
本
文
が
散
見
す
る
。
 
 

［
付
記
］
 
小
塙
を
為
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
図
書
の
閲
覧
を
お
許
し
下
さ
っ
た
 
 

方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 
 

（
筑
波
大
学
文
芸
二
言
語
学
系
準
研
究
員
）
 
 
 

春
は
き
に
け
り
 
 

（
↓
東
大
本
・
河
野
本
・
国
会
図
書
館
本
）
 
 


